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(57)【要約】
　本発明のタービン静翼は、タービン周方向に沿って複
数隣接して設けられると共に主流路の外壁を構成する外
側シュラウド（８ａ）及び内壁を構成する内側シュラウ
ド（８ｂ）と、内側シュラウド（８ｂ）の表面から突出
して主流路の上流側から下流側に向う燃焼ガスの流れを
規定する翼本体（８ｃ）と、内側シュラウド（８ｂ）の
裏面から突出してタービン周方向に沿って延びるリテー
ナ（８ｄ）と、を備え、リテーナ（８ｄ）は、隣接する
翼本体（８ｃ）の翼形状に伴う最小内接円の接点間を結
ぶスロートライン（Ｐ）と隣接する内側シュラウド（８
ｂ）の分割隙間（Ｋ１）との交点（Ｑ）よりも下流側に
配置されている。



(2) JP WO2012/144242 A1 2012.10.26

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タービン周方向に沿って複数隣接して設けられると共に、主流路の外壁を構成する外側
シュラウドと、
　タービン周方向に沿って複数隣接して設けられると共に、前記主流路の内壁を構成する
内側シュラウドと、
　該前記内側シュラウドの表面から突出して前記主流路の上流側から下流側に向う燃焼ガ
スの流れを規定する翼本体と、
　前記内側シュラウドの裏面から突出してタービン周方向に沿って延びるリテーナと、を
備えるタービン静翼であって、
　前記リテーナは、タービン周方向で隣接する前記翼本体の間に形成される最小内接円と
前記翼本体それぞれとの接点間を結ぶスロートラインと、タービン周方向で隣接する前記
内側シュラウドの分割隙間との交点よりも下流側に配置されているタービン静翼。
【請求項２】
　前記リテーナは、その下流側の面が突き当たるサポートリングを介してタービン本体に
固定され、前記リテーナと前記サポートリングとの間にはシール部材が設けられている請
求項１に記載のタービン静翼。
【請求項３】
　請求項１または請求項２のいずれか１項に記載のタービン静翼を備えるガスタービン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、取り込んだ空気から燃焼ガスを生成してロータを回転させるタービン静翼お
よびガスタービンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、タービン静翼及びタービン動翼が交互に複数段配列されたロータを回転駆動
させるガスタービンが周知である。このガスタービンでは、圧縮機を通過させる過程で取
り込んだ空気から圧縮空気を生成し、その圧縮空気を燃焼器に供給すると共に燃料を燃焼
させることにより燃焼ガスを生成した後、その燃焼ガスをタービン静翼及びタービン動翼
の配列する範囲を通過させることによりロータを回転駆動させる。
【０００３】
　図６（Ａ）はこのようなガスタービンの一例を示す要部の断面図、図６（Ｂ）は要部の
拡大断面図である（特許文献１参照）。図６において、２１はタービン静翼、２２はター
ビン動翼、２３はタービン動翼２２が取り付けられたタービンディスク、２４は中間軸カ
バー、２５は中間軸カバー２４にボルト２６を介して固定されたサポートリングである。
尚、以下の説明においては、燃焼器（図示せず）の尾筒２７が接続される最上流側の一段
目のタービン静翼（以下、「一段静翼」と称する。）２１と、この一段静翼２１の下流側
（図示右方）に隣接する一段目のタービン動翼（以下、「一段動翼」と称する。）２２と
して説明する。
【０００４】
　一段静翼２１は、基本的に同一のセグメントを複数用いてタービン周方向に沿って配列
することで円環状とされる。この一段静翼２１は、外周壁を構成する外側シュラウド２１
ａと、内周壁を構成する内側シュラウド２１ｂと、外側シュラウド２１ａと内側シュラウ
ド２１ｂとの間に架設された翼本体２１ｃと、内側シュラウド２１ｂの裏面（図示下方）
から突出したリテーナ２１ｄと、を備えている。また、一段静翼２１は、リテーナ２１ｄ
の下流側の面をサポートリング２５に突き当てると共に、サポートリング２５にピン２８
を介して固定されている。
【０００５】
　一段静翼２１の各セグメントの内側シュラウド２１ｂは、図７に示すように、正面視で
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略平行四辺形（菱形）に形成されている。複数セグメントの内側シュラウド２１ｂが、タ
ービン周方向に一辺同士を突き合わせるように接続され、分割面には若干の分割隙間Ｋ１
が形成されている。また、翼本体２１ｃは、下流側（図示右側）に向う程に先細りとなる
ように弧状の形状を有している。さらに、リテーナ２１ｄの下流側の面が突き当てられた
サポートリング２５が、翼本体２１ｃにかかる燃焼ガスＧの差圧によるスラスト方向（ロ
ータ軸方向）の荷重を受け止める。このサポートリング２５により、一段静翼２１が一段
動翼２２に接近する方向に変位することが抑制されている。なお、燃焼ガスＧは、図７の
紙面上で左側から右側に向かって流れる。
【０００６】
　一段動翼２２は、図６に示すように、内周壁を構成するプラットフォーム２２ａと、プ
ラットフォーム２２ａの表面からタービン径方向（以下、単に「径方向」と称する。）の
外側に突出された翼本体２２ｂと、を備える。一段動翼２２の先端に対向して、タービン
ケーシング（図示せず）の内周に位置する分割環２９が配置されている。
【０００７】
　これにより、外側シュラウド２１ａ及び分割環２９と内側シュラウド２１ｂ及びプラッ
トフォーム２２ａとの間には、燃焼ガスＧが通過する主流路Ｒが形成されている。この主
流路Ｒに、一段静翼２１の翼本体２１ｃ及び一段動翼２２の翼本体２２ｂがそれぞれ配置
される。
【０００８】
　一方、一段静翼２１の内側シュラウド２１ｂの径方向内側には、圧縮機を出た冷却空気
を貯める車室Ｓが存在する。内側シュラウド２１ｂには、燃焼ガスＧが流れる主流路Ｒと
車室Ｓを遮断するため、各セグメントの分割面に沿ってロータ軸方向にシール板３１が配
置される。また、リテーナ２１ｄに沿って径方向に延びるように、シール板３２が配置さ
れている。通常、車室Ｓ側の空気圧は主流路Ｒの燃焼ガス圧より高いため、燃焼ガスＧが
車室Ｓ内へ漏れ出すことはない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開平１０－２６６８０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　図６（Ｂ）に示すように、内側シュラウド２１ｂのリテーナ２１ｄより下流側の部分と
サポートリング２５との間には、わずかな隙間を形成する環状の空間Ｎが存在する。この
空間Ｎは、リテーナ２１ｄとサポートリング２５とで車室Ｓとの間が縁切りされているた
め、一段静翼２１と一段動翼２２との間の段間圧力とほぼ同じ圧力となる。すなわち、空
間Ｎの位置に対応する主流路Ｒを流れる燃焼ガスＧの圧力は、空間Ｎより圧力が高いため
、燃焼ガスＧが図６に示す分割隙間Ｋ１からシール板３１に沿って空間Ｎに流れ込みやす
い。つまり、燃焼ガスＧの一部のリークガスＬＧが、分割隙間Ｋ１から空間Ｎに巻き込ま
れ、内側シュラウド２１ｂの裏面及びサポートリング２５の上面を焼損させるという問題
点があった。
【００１１】
　本発明は、分割隙間からの燃焼ガスの巻き込みを低減するタービン静翼およびそれを備
えたガスタービンを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明のタービン静翼は、タービン周方向に沿って複数隣接して設けられると共に、主
流路の外壁を構成する外側シュラウドと、タービン周方向に沿って複数隣接して設けられ
ると共に、前記主流路の内壁を構成する内側シュラウドと、前記内側シュラウドの表面か
ら突出して前記主流路の上流側から下流側に向う燃焼ガスの流れを規定する翼本体と、前
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記内側シュラウドの裏面から突出してタービン周方向に沿って延びるリテーナと、を備え
るタービン静翼であって、前記リテーナは、タービン周方向で隣接する前記翼本体の間に
形成される最小内接円と前記翼本体それぞれとの接点間を結ぶスロートラインと、タービ
ン周方向で隣接する前記内側シュラウドの分割隙間との交点よりも下流側に配置されてい
る。
【００１３】
　本発明のタービン静翼によれば、主流路から内側シュラウドの裏面側への燃焼ガスの漏
れをより一層抑制することができると共に、高温高圧な燃焼ガスの漏れに伴う内側シュラ
ウドの裏面側に配置された内側シュラウドの裏面及びサポートリング上等の構成部品の焼
損を防止して、溶接部の破損や割れを抑制することができる。
【００１４】
　また、本発明のタービン静翼は、前記リテーナが、その下流側の面が突き当たるサポー
トリングを介してタービン本体に固定され、前記リテーナと前記サポートリングとの間に
はシール部材が設けられてもよい。
【００１５】
　本発明によれば、内側シュラウドの裏面側におけるリテーナとサポートリングとで上流
側と下流側とで区画される隔壁機能の気密性を確保することができる。
【００１６】
　本発明のガスタービンは、前述のタービン静翼を備えてもよい。
【００１７】
　本発明によれば、内側シュラウドおよびサポートリングの焼損が改善され、ガスタービ
ンの長時間運転が可能となって、ガスタービンの信頼性が向上する。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によるタービン静翼およびガスタービンは、主流路から分割隙間を経由して内側
シュラウドの裏面側の空間への燃焼ガスの漏れを制することができるため、高温高圧な燃
焼ガスの漏れに伴う内側シュラウドの裏面側に配置された構成部品や溶接部の破損や割れ
を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施形態に係るガスタービンの概略構成を示す縦断面図である。
【図２】本発明の実施形態に係るタービン静翼を示し、（Ａ）はタービン静翼の要部の断
面図、（Ｂ）はタービン静翼の要部の拡大断面図である。
【図３】本発明の実施形態に係るタービン静翼を示し、一段静翼の要部の正面図である。
【図４】本発明の実施形態に係るタービン静翼のシール板の構造を示し、（Ａ）は図３の
Ａ－Ａ線に沿う要部の断面図、（Ｂ）は（Ａ）のＢ－Ｂ線に沿う要部の拡大断面図である
。
【図５】本発明の実施形態と従来のタービン静翼の断面を対比して示し、（Ａ）は図３の
Ｃ－Ｃ線に沿う断面図、（Ｂ）は図７のＤ－Ｄ線に沿う断面図である。
【図６】従来のタービン静翼を示し、（Ａ）は要部の断面図、（Ｂ）は要部の拡大断面図
である。
【図７】従来のタービン静翼の要部の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　次に、本発明の実施形態に係るガスタービンについて、図面を参照して説明する。尚、
以下に示す実施例は本発明のガスタービンにおける好適な具体例であり、技術的に好まし
い種々の限定を付している場合もある。しかし、本発明の技術範囲は、特に本発明を限定
する記載がない限り、これらの態様に限定されるものではない。また、以下に示す実施形
態における構成要素は適宜、既存の構成要素等との置き換えが可能であり、かつ、他の既
存の構成要素との組合せを含む様々なバリエーションが可能である。したがって、以下に
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示す実施形態の記載をもって、特許請求の範囲に記載された発明の内容を限定するもので
はない。
【００２１】
　図１は、本発明の一実施形態に係るガスタービンの概略構成を示す縦断面図である。
　図１において、ガスタービン１は、圧縮機２と、複数の燃焼器３と、タービン４と、排
気室５と、を圧縮空気Ｃ及び燃焼ガスＧの供給・排気方向の上流側から下流側に向けてこ
の順に備えている。圧縮機２は、圧縮空気Ｃを生成する。複数の燃焼器３は、圧縮機２か
ら供給される圧縮空気Ｃを一旦車室Ｓに貯め、さらに圧縮空気Ｃと燃料とを混合して作動
流体である燃焼ガスＧを生成する。タービン４は、燃焼器３から供給される燃焼ガスＧに
より回転動力を発生させる。排気室５は、タービン４を通過した燃焼ガスＧを排気する。
また、ガスタービン１は、軸線Ｏを回転中心としてタービン４の周方向Ｒに回転するロー
タ６を備えている。
【００２２】
　タービン４は、内部にタービン静翼８及びタービン動翼９を備える。このタービン静翼
８及びタービン動翼９は、ロータ６の軸方向に沿って交互に配置されている。燃焼器３で
発生した燃焼ガスＧがロータ６の軸廻りに配設されたタービン動翼９を回転させることに
より、燃焼ガスＧの熱エネルギーが回転エネルギーに変換されて、電力として取り出され
る。
【００２３】
　図２（Ａ）はこのようなガスタービン１のタービン静翼８の一例を示す要部の断面図で
ある。尚、以下の説明においては、燃焼器３の尾筒３ａが接続される最上流側（図示左方
）の一段目のタービン静翼（以下、「一段静翼」と称する。）８と、この一段静翼８の下
流側（図示右方）に隣接する一段目のタービン動翼（以下、「一段動翼」と称する。）９
を一例として説明する。
【００２４】
　一段静翼８は、基本的に同一のセグメントをタービン周方向に沿って複数配列すること
で円環状とされる。この一段静翼８は、外周壁を構成する外側シュラウド８ａと、内周壁
を構成する内側シュラウド８ｂと、外側シュラウド８ａと内側シュラウド８ｂとの間に架
設された翼本体８ｃと、内側シュラウド８ｂの裏面（図示下方）から突出したリテーナ８
ｄと、を備えている。また、一段静翼８は、リテーナ８ｄの下流側の面をサポートリング
１０に突き当てると共に、サポートリング１０にピン１１を介して固定されている。尚、
サポートリング１０は中間軸カバー１２にボルト１３を介して固定されている。
【００２５】
　内側シュラウド８ｂは、図３に示すように、１つのセグメントが正面視で略平行四辺形
（菱形）に形成されている。複数のセグメントの内側シュラウド８ｂが、タービン周方向
に一辺同士を突き合わせるように分割面で接続している。また、隣接する内側シュラウド
８ｂの間の分割面には、内側シュラウド８ｂのタービン周方向の分割隙間Ｋ１を塞ぐよう
に、隣接する内側シュラウド８ｂの突合せ端面間に跨る横シール板１４が架設されている
（図３および図４（Ａ），（Ｂ）参照）。
【００２６】
　さらに、翼本体８ｃは、下流側（図３の右側）に向う程に先細りとなるように弧状の形
状を有している。また、本実施の形態においては、一つの内側シュラウド８ｂに対して一
つの翼本体８ｃが設けられている。
【００２７】
　リテーナ８ｄは、タービン周方向に沿って環状に延在している。リテーナ２１ｄの下流
側の面が突き当てられたサポートリング１０が、差圧によるスラスト方向（ロータ軸とな
る軸線Ｏに沿う方向）の荷重を受け止める。このサポートリング１０により、一段静翼８
が一段動翼９に接近する方向に変位することが抑制されている。また、隣接するリテーナ
８ｄの間には、タービン周方向で隣接するリテーナ８ｄの突合せ端面間に跨る縦シール板
１５が周方向に架設されている。
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【００２８】
　さらに、リテーナ８ｄは、隣接する翼本体８ｃの間に形成される最小内接円ＳＮと前記
翼本体それぞれとの接点Ｘ１,Ｘ２間を結ぶスロートラインＰと、隣接する内側シュラウ
ド８ｂの分割隙間Ｋ１との交点Ｑよりも下流側に配置されている。
【００２９】
　また、リテーナ８ｄとサポートリング１０との間には、図２（Ｂ）に示すように、シー
ル部材としてのＥリング等のシール部材１６が設けられている。
【００３０】
　このような構成において、リテーナ８ｄとサポートリング１０とは、車室Ｓの隔壁とし
て機能している。これにより、リテーナ８ｄよりも上流側の車室Ｓは高圧、リテーナ８ｄ
よりも下流側の空間Ｎは低圧となる。また、翼本体８ｃを通過する主流路Ｒでの燃焼ガス
Ｇの圧力は、スロートラインＰよりも上流側は高圧であるが、スロートラインＰよりも下
流側では急激に圧力が低下して、一段静翼８と一段動翼９との間の段間圧力とほぼ同じ圧
力となる。
【００３１】
　図５は、従来のタービン静翼との対比で、燃焼ガスＧの圧力が変化するスロートライン
Ｐと分割隙間Ｋ１との交点Ｑと、リテーナと分割隙間Ｋ１との交点Ｔ１、Ｔ２との具体的
な位置関係を、ロータ径方向の断面で示している。図５（Ａ）は、本実施形態における交
点Ｑおよび交点Ｔ１の位置関係を示している。図５（Ｂ）は、従来のタービン静翼におけ
る交点Ｑと交点Ｔ２との位置関係を示している。
【００３２】
　なお、図５では、燃焼ガスの流れ方向（ロータ軸方向）の交点Ｑの位置（図５の紙面上
の左右方向）が、図５（Ａ）及び図５（Ｂ）で一致するように表示している。また、便宜
上、交点Ｑを通るロータに垂直に立てた垂線ＱＶを破線で表示している。
【００３３】
　図３に示すように、スロートラインＰを境に、燃焼ガスＧの圧力が急激に変化するが、
分割隙間Ｋ１近傍の燃焼ガスの圧力は、分割隙間Ｋ１に沿って変化すると考えてよい。従
って、分割隙間Ｋ１近傍の分割隙間Ｋ１に沿う燃焼ガスＧの圧力は、分割隙間Ｋ１とスロ
ートラインＰとの交点Ｑを境に、上流側で圧力が高く、点Ｑを通過すると圧力は急激に低
下する。一方、リテーナ８ｄと分割隙間Ｋ１の交点Ｔ１は、交点Ｑより下流側に配置され
ている。交点Ｔ１から下流側の分割隙間Ｋ１は、シール板１４を挟んで空間Ｎに隣接する
領域である。
【００３４】
　この関係を図５で説明すれば、図５（Ａ）において、交点Ｔ１は交点Ｑより下流側（紙
面上で点Ｑの右側）に配置されている。一方、従来のタービン静翼を表示する図７では、
スロートラインＰより上流側に、リテーナ２１ｄと分割隙間Ｋ１との交点Ｔ２が配置され
ている。これを、ロータ軸方向に沿った断面で表示する図５（Ｂ）では、交点Ｔ２は交点
Ｑよりも上流側（紙面上で点Ｑの左側）にある。図５（Ｂ）に示す交点Ｔ２の位置では、
点ＱからＴ２までの間の分割隙間Ｋ１近傍は、高い圧力が維持されているため、点Ｑから
Ｔ２までの間の分割隙間Ｋ１から空間Ｎに燃焼ガスＧが漏れ込みやすくなる。一方、図５
（Ａ）に示す交点Ｔ１は、交点Ｑより下流側に配置されているため、交点Ｔ１より下流側
の分割隙間Ｋ１近傍の圧力は低くなり、下流側の段間圧力とほぼ同じとなっている。従っ
て、図５（Ａ）に示す本実施形態の場合では、分割隙間Ｋ１から空間Ｎへの燃焼ガスの漏
れ込みを大幅に抑制できる。
【００３５】
　本実施形態では、リテーナ８ｄが、スロートラインＰと分割隙間Ｋ１との交点Ｑよりも
下流側に配置されていることから、スロートラインＰよりも下流側の主流路Ｒの圧力と空
間Ｎとの圧力差がほとんどなくなる。そのため、主流路Ｒから分割隙間Ｋ１を経由して空
間Ｎに漏れ込む燃焼ガス量が低減されることにより、内側シュラウド８ｂの裏面およびサ
ポートリング１０の焼損および溶接割れが低減される。
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【００３６】
　しかも、リテーナ８ｄとサポートリング１０との間にはシール溝１０ａに収納されたシ
ール部材１６が介在されている。従って、内側シュラウド８ｂの裏面側におけるリテーナ
８ｄとサポートリング１０とで車室Ｓの上流側と下流側とを区画する隔壁機能の気密性が
確保されるため、車室空気の損失を防止できる。
【００３７】
　本発明によれば、リテーナ８ｄを、スロートラインＰと分割隙間Ｋ２との交点Ｑよりも
下流側に配置することにより、主流路Ｒから分割隙間Ｋ１を経由して空間Ｎに漏れ込む燃
焼ガス量を低減できるので、内側シュラウド８ｂの裏面およびサポートリング１０の上部
（タービン径方向の外側）の焼損や溶接割れを回避できる。そのため、ガスタービン１の
長時間運転が可能となり、ガスタービン１の信頼性が向上する。
【産業上の利用可能性】
【００３８】
　本発明のタービン静翼及びガスタービンによれば、高温高圧な燃焼ガスの漏れに伴う内
側シュラウドの裏面側に配置された構成部品や溶接部の破損や割れを抑制することができ
る。
【符号の説明】
【００３９】
　　１…ガスタービン
　　８…タービン静翼（一段静翼）
　　　８ａ…外側シュラウド
　　　８ｂ…内側シュラウド
　　　８ｃ…翼本体
　　　８ｄ…リテーナ
　　　８ｅ…リブ
　１０…サポートリング
　１６…シール部材（Ｅリング）
　　Ｇ…燃焼ガス
　　Ｎ…空間
　　Ｐ…スロートライン
　　Ｑ…スロートラインと分割隙間の交点
　　Ｒ…主流路
　　Ｔ１、Ｔ２…リテーナと分割隙間の交点
　　Ｋ１…隙間（分割隙間）
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年5月29日(2014.5.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タービン周方向に沿って複数隣接して設けられると共に、主流路の外壁を構成する外側
シュラウドと、
　タービン周方向に沿って複数隣接して設けられると共に、前記主流路の内壁を構成する
内側シュラウドと、
　前記内側シュラウドの表面から突出して前記主流路の上流側から下流側に向う燃焼ガス
の流れを規定する翼本体と、
　前記内側シュラウドの裏面から突出してタービン周方向に沿って延びるリテーナと、を
備えるタービン静翼であって、
　前記リテーナは、タービン周方向で隣接する前記翼本体の間に形成される最小内接円と
前記翼本体それぞれとの接点間を結ぶスロートラインと、タービン周方向で隣接する前記
内側シュラウドの分割隙間との交点よりも下流側に配置されているタービン静翼。
【請求項２】
　タービン周方向に沿って複数隣接して設けられると共に、主流路の外壁を構成する外側
シュラウドと、
　タービン周方向に沿って複数隣接して設けられると共に、前記主流路の内壁を構成する
内側シュラウドと、
　前記内側シュラウドの表面から突出して前記主流路の上流側から下流側に向う燃焼ガス
の流れを規定する翼本体と、
　タービン周方向に沿って複数隣接して設けられると共に、前記内側シュラウドの裏面か
ら突出してタービン周方向に沿って延びるリテーナと、
　タービン周方向で隣接する前記リテーナの突合せ端面間に跨るシール板と、
　を備え、
　前記シール板で最も上流側の位置は、タービン周方向で隣接する前記翼本体の間に形成
される最小内接円と前記翼本体それぞれとの接点間を結ぶスロートラインと、タービン周
方向で隣接する前記内側シュラウドの分割隙間との交点よりも下流側であるタービン静翼
。
【請求項３】
　前記リテーナは、その下流側の面が突き当たるサポートリングを介してタービン本体に
固定され、前記リテーナと前記サポートリングとの間にはシール部材が設けられている請
求項１又は２に記載のタービン静翼。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか１項に記載のタービン静翼を備えるガスタービン。
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